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１．年月日、天候、活動人員、時間等

2，本日の参加者と場所と時間

はじめの会 藤澤講師　

楷書求められるのは書線の適確さである。一字の中の各線の太さ・長さ・角度が正確に書けるように

＊藤澤講師が課題書「善意」以外に自身の作品を含め会員の作品を順次添削をして頂く。

今月のテーマ書 講師　添削中

「忘言」　＝ 「言者所二以在一ㇾ意　　得ㇾ意而忘ㇾ言」

ボチボチ・・5月　発表会用　「書」

２、活動概要

９時半～12時 KSC　G７教室
　講師藤澤淑子：庶務土井、長谷川、鬼村、佐伯、道満、山崎、

晴 13 7 ６人

時　　　　　　間 場　　　　　　所 参　　　　加　　　　　者

北区会　自由な趣味の会　　
第十七回「書道の会・」活動記録

２０１９年　　１２月　　２３日（月）

2019年１２月２３日（月） 天候
気温（℃） 活動人員

最高 最低 (午前）
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３、一度読んでください！手習：基本用筆の練習は・・・まずは楷書を徹底マスターしましょう。

申し合わせ及び注意事項
1) 欠席者は事前に幹事「土井」へ連絡する
2) 諸道具は自身で持参、その服装などの準備もお願いします
3) 一回４００円の諸費を参加出席者をお願いします。

本日会のよもやま話し  
6人の出席で静かに書に集中でき、その後　藤澤講師に熱血指導を賜った。充実した約3時間でした。

３、次回参加者と場所と時間　　宿題など

月　　日　　時間

展示作品の選別、とルーティングの書＝藤澤講師の提供書を練習する。
2 文責　道満

場　　　　　　所 参　　　　加　　　　者（予定）

令和弐年１月20 日
（月）　9時～12時

G１学習室
　講師藤澤：庶務土井、佐伯、鬼村、長谷川、道
満,、山崎、青木、平井、　敬称略９名

造形の基本：水平・垂直・平行・等間隔・等分割・均衡・中心線一貫の七つを配慮
しながら書くと美しい文字になる。

行書について、宋の蘇東坡は「楷書は直立のごとく、行書は歩みがごとく、草書は走るが
ごとく」と言っています。行書は楷書と草書の中間にある書体で読みやすく書きやすいので
もっとも実用的な書体と言える。楷書で多くの字を速書する場合、行書の書ぶりが交わる事
がある。これを楷行体」と称し草書の中へ行書を交わる場合「行草体」と称することがあ
る。、　川邊尚風―著。


